
昨今、動物同行避難ということが言われていますが、同行避難とはなんなのか、
被災したら動物はどうなるのか、どんなことをすればいいのか、人のことで手いっぱ
いの中動物まで手が回らないなど飼い主だけでなく自主防災の方々にも疑問や不
満、不安があると思います。

災害時の動物同行避難と静岡市におけるペットの災害対策についてご理解いた
だくことで、少しでも疑問や不満、不安が解消できればと思います。
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令和6年1月1日に発生した令和６年能登半島地震での令和６年1月18日現在石川
県災害対策本部会議において報告や指示のあったペットに関連する事柄です。

1月1日に発災し、国（環境省）からペットの専門官が石川県入りしたのが５日後、

獣医師会が災害対策本部を立ち上げたのが７日後、獣医師会がペットの受け入れ
を開始したのが2週間後であることがわかります。

熊本地震で、熊本県獣医師会が災害対策本部を立ち上げたのが、発災後２週間
以上たってからとなりますので、今回は、今まで以上に早期に獣医師会のペット救
護の動きはありました。

ただ、人においてもそうであるように、動物においても発災直後から効果的な救護
活動が、被災地すべてで行うことができるわけではないので、組織的な救護活動が
ご自身の地区で行われるまでは、個人もしくは近隣の方々と協力して対応せざるを
得ません。
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組織的な救護活動が円満に行われるためには、救護対象がどこにどれくらいいるか把握
する必要があります。

人については、家屋が倒壊してしまった、または倒壊の危険性が高く、自宅避難しなけれ
ばならない被災者は、避難所において避難生活を送ることになります。避難所開設当初は、
ご自身が用意していた飲料水や食料の他、自治会でも備蓄していた飲料水や食料、毛布
等で避難生活を開始することになります。

被災者の中には、動物を飼育していない人と飼育している人が存在します。
どちらの被災者も、自宅で避難生活を送ることができないため、避難所で避難生活を送って
います。

環境省が「原則同行避難」という方針をとっていますので、避難所には動物を飼育してい
る人が動物を連れて避難してきます。

同行避難という言葉は、正確に理解されていないことが多いため、説明を加えると、環境
省が方針としている同行避難というものは、災害が起きた時に飼い主とペットが同行し安全
な避難場所まで避難することであり、避難生活のことまで定義されていません。

避難所で、ペットを飼養管理する状態は、「同伴避難」という言葉で内閣府が避難所運営
ガイドラインで使用しています。この同伴避難の定義は、ペットと一緒に避難したうえで、避
難者が避難所またはその敷地内でペットを飼養管理する状態となっています。

多くの方がイメージするような、被災者のベッドサイドで一緒に避難生活を送る、つまり飼育
することを意味しているものではありません。
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同行避難、同伴避難という言葉を正確に理解していただき、避難所運営が円滑に
できるよう、静岡市と静岡市獣医師会がどのように考えていて、飼い主の方々がど
のように行動すればよいか、また避難所運営側の方にできるだけご負担をかけない
ような動物救護計画を策定しているかをご理解下さい。
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大地震や大規模災害が発生した場合は、人間だけでなく飼育されている多くの動
物も同時に被災することはご理解いただけると思います。

動物を飼育している方が被災した場合は、過去の震災の教訓と環境省の「原則同
行避難」という方針から、動物と一緒に避難する飼い主が増加しています。

また、動物と一緒でなければ救助を拒む例などもあり、人を救うためには動物を救
わなくてはならいような状況にもなってきています。

常総の大水害の時は、柴犬と一緒に屋根の上に避難していた年配のご夫婦が自
衛隊のヘリによって柴犬と一緒に救助されました。

また、口永良部島の噴火による全島避難で、海上保安庁のヘリで飼い主が犬と一
緒に避難されました。

このような事例があり、様々な災害で正しいかどうかは別として動物を救護する考
え方や、動物と一緒に避難をする方々が増えていることは事実です。
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地震と震災という言葉を考えてみます。

日本で大震災と認識されている震災は4つあります。
関東大震災、阪神淡路大震災、新潟県中越大震災、東日本大震災です。

大震災となった地震以外にも、大きな地震は来ていますが、震災の呼称はありませ
ん。

上4つの地震と、下４つの地震で何が違うでしょう？マグニチュードは、下のほうが大
きいものもあります。

違いは、地震が発生し、それに伴って大規模な災害が起こったか起こらなかったか
の違いです。
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地震は、地面が大きく揺れ動くという自然現象であり、震災は地震によって引き起こされた災害とい
う事になります。

災害は、自然現象や人為的な原因によって人命や社会生活に被害が生じる事態の事を言います
から、人の住んでいないところに災害はおこりませんし、地震が起きても人命や社会生活に生じた被
害が大きくなければ震災とはいいません。

地震は、自然現象でありますので、これを避けたり無くしたりすることはできません。
しかし震災や災害は無くしたり小さくしたりできる可能性があるわけですから、そこに努力をしていく必
要があるということで、あたりまえですが、これが災害対策ということです。

では、被災したペットの災害対策とはどのようなものでしょうか。

さきほど、動物と一緒でなければ救助を拒む例などもあり、人を救うためには動物を救わなくてはな
らいような状況にもなってきているというお話をしました。

この、「人を救うために動物を救うということ」の、「人」というのは、飼い主のことだけではなく、動物
を飼っていない方も含んでおります。

地域の方が避難所で生活を送るうえで、自主防災の方が重点を置いている問題の一つが衛生環
境の維持です。被災者が避難生活を送る同じ空間で、動物も避難生活を送っているという事になると、
動物の毛が舞う中で食事をすることになるなど、それだけで衛生環境は悪化することになります。

また、冬であれば動物が突発的な行動をとった結果、ストーブが倒れる可能性もあり、それによって
火災ややけどのリスクも考えなければなりません。つまり、正しい動物の救護ができていないと、飼
い主だけでなく、飼い主以外の方にも不利益が生じ、リスクが増しています。

正しく動物を救護するという事は、実は飼い主以外も含め、すべての被災者を救護するということに
つながっているのです。
つまり、正しくペットを救護するということは、ペットの安全確保をし、飼い主を救い、飼い主以外の方
がペットからうける不利益、大げさな言い方をすれば災害となりますが、これをいかに少なくするかと
いうことに直結します。
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災害対策、つまり災害を小さくするにはどうすればというと、二つしかありません。

正しく怖がる事、つまりできる限りの情報を集めて分析をし、どのようなことが起こる
可能性が高いのか、きちっと評価することが必要です。

また、その評価したものをベースに、できる限りの準備をして、不利益を被る事に
対しては、できる限りの対策を練る、この二つで減災が可能になります。
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２０１８年１月に、南海トラフで発生する地震の確率がそれまでの70％から、70～
80％に上方修正されました。

ほとんどの方が、自動車事故に備えての保険に入ったり、消火器、火災報知器の
設置など自宅の火災についての備えをしていると思います。

ちなみに、今後、３０年間で交通事故でけがをしたりけがをさせたりする確率は２
４％です。火災に至っては、自宅が火事にあう確率は1.9％です。
交通事故の３倍、火災の40倍近い発生確率のある地震に対して、交通事故や家事
と同じもしくは、それ以上の危機意識をもって準備すべきだと考えます。

地震がきても、震災になっても、多くの方は生き残ります。そして、行政はさらに地
震で亡くなられる方を減らすための対策を行っています。

もし、地震について個人個人が準備していなければ、最悪の場合、自宅や財産が
失われた状態で、かつ何も準備がされていたい状態で、地震後生きていかなけれ
ばならないという事になります。

ですので、ご家庭での災害対策というのは非常に重要なのです。
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災害に対する対応の基本は・・・

まず自分で何とかする、何とかしようと試みる「自助」、近所の人に助けを求めお互
いに助け合う「共助」、そして、行政が行う支援「公助」があります。

つまり自助があり、共助があり、公助があるという流れです。

この自分で自分を守る自助というのが、災害時の対応方法においては非常に重
要です。

これを動物の災害対応で考えた場合、ペットを自分で守るにはどうしたよいのか、
助け合って生活していく中で、ペットはどうなるのか、ペットに対する行政機関の支
援はどんなものなのかを説明します。
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自助つまり自分で自分のペットを助けるために一番大切なことは、自分のペットが
自分の手元にいることです。

災害時は、動物も不安で脱走する場合があります。

個体識別ができないと、飼い主のもとには帰ってくる可能性が極端に低くなります
し、時間もかかります。福島では、自分のグループが保護した猫の1匹は、飼い主が
見つかって再会するまでに２年以上もかかりました。

犬猫ともに最も有用なアイテムはマイクロチップです。マイクロチップとは、体内に
装着する小型の電子機器。大きさはかなり小さく注射する感じで装着できます。 機
械で番号を読み取り、その番号から飼い主や飼い主の連絡先が検索可能となって
いますので、災害時には非常に有用です。

それ以外では、犬であれば登録の鑑札や狂犬病の注射済票、迷子札を、猫は、
迷子札、鳥は、足環などで個体識別をしておきましょう！
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人と同様、衣食住の用意も必要です。しておきましょう。

衣としては、ペットの毛が舞わないように衣類の用意しておくとよいでしょう。つな
ぎ留めておくのに必要なリードや首輪などの準備や点検も必要となります。

同じ「い」でも常備薬がある子は医薬品の「医」の用意も大切になります。手元に薬
のあるうちに処方してもらうなど、どうしたらよいか、かかりつけの先生と相談される
ことをお勧めします。
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食は、なんといってもフードと水の用意です。避難所には、人間用の非常食などは
常備してありますが、ペット用の非常食、水の準備はありません。

フードについては、今使われているフードと同じ新しいものを常に1つストックしてお
き、封を切ったら、新しく1つ購入しストックしておくという、ローリングストックをお勧
めします。

水については、10㎏の犬で1日400㏄ほど水が必要になりますから、1週間から10
日のストックを目安に用意してください。
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雨風しのげる クレートやキャリー、ケージ、暖をとれる毛布やタオルも必須です。

避難する時は、小型犬や猫であれば抱いた時にでも両手が使えるスリングがある
と便利です。また、ペットリュックが簡易ケージとして広げられる商品も販売されてい
ますので、そのようなペットグッズを用意するとよいと思います。

それ以外には、ペットシーツやトイレ用品の用意も必要です。
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東日本大震災の時の実際の避難所です。

動物の生活場所にブルーシートが張られていたり、手前側の犬は、毛布があたえ
られていますね。また、日本赤十字社の救援物資用段ボールの空き箱が使われて
ますので、被災後最低でも１週間から１０日たった時点だと思われます。

外の環境ではなく、建物内で飼育できないかと質問されますが、人の避難所は、
感染者の隔離や障害をお子様を抱えるご家族、女性用の物干し部屋など、体育館
と分けることのできる部屋はより多く使用できればよいのですが、学校側は早期に
教育の再開を目指すため、あまり多くの教室を避難所として開放できない事情もあ
り、常に部屋不足の状態となっています。
したがって、動物が生活できる建物内のスペースはありません。

・・・となると、避難所の屋外のスペースが動物の避難生活を送るスペースとなりま
す。
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京都市におけるペットスペース設営訓練での写真です。

左はうんていにシートをかけ、陸上のハードル、コンパネ等を利用して飼育スペー
スを作っています。右側はサッカーゴールを倒して置き、大きなブルーシートで周り
を囲んで飼育スペースを作っています。

このペットスペースから、シートを取り除いてしまったら、とたんに先ほどの実際の
避難所よりも劣悪なものになります。つまり、この程度のペットスペースであったとし
ても、ブルーシートが用意されていなければ、設営することもできないという事です。
そして、避難所にはペット用の備蓄品は一切ありません。

ブルーシートを「誰かが」用意してくれていれば可能かもしれませんが、「誰かが用
意」は「誰も用意しない」可能性が高いので、誰かがではなく、ご自身で用意する必
要があります。といってもこれだけ大きなブルーシートを用意しておくことは大変です
ので、防災グッズの中に一番小さなサイズのブルーシートを1匹1枚用意することを

勧めています。大きなブルーシートを個人で用意するのは大変でも、小さなブルー
シートを皆が持ち寄れば、写真のようなペットスペースの設営は可能となります。
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動物が建物内で避難できないのなら、テント生活をしたり、車中泊をしたりと考える方がい
ると思います。

この写真は、熊本地震の避難所の様子です。左上の写真は、アルピニストの野口健さん
が作った避難所内のテント村です。日本では初の試みでした。残念ながら人のみで、動物
の入居はできません。

右下の写真は、NPO法人のピースウィンズジャパンが再春館製薬の芝生緑地を借り受け
て作った、動物も入居できるテント村です。

左上のテント村が運用できたのは、震災後11日目、右下のテント村が運用できたのは、震
災後21日目でした。

発災後、運用されるまでの間をどうするかももちろんですが、他の問題もあります。熊本地
震では。5月のゴールデンウィーク時でもすでにテント内の室温は40℃を超える日が多く、人
や動物の体調を考えて人用テント村は1か月半、動物と同居できるテント村は2ヶ月で閉鎖さ
れました。真夏の発災であれば、ほぼテント生活はできないと考えられます。

車中泊も似たようなもので、真夏であればエンジンをかけてエアコンをかけないと、車内で
の避難はできません。2000CC のガソリン車のアイドリング1時間で約1ℓのガソリンが消費さ
れます。東日本大震災の時は、被災地から離れた東京でも給油制限が設けられ、ガソリン
が足りない状態が1か月ほど続いたことを考えると、車中泊も無理と言わざるをえません。

・・・となると、自宅避難が可能な被災者やご自身で離れた場所に移動しホテルなどで避難
される被災者以外、避難生活を送る被災者は、やはり避難所で避難生活を送るという事に
なります。
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であるならば、このような場所で人が共同生活生活してるということは、ストレスが
たまることは容易に想像できると思います。

ですから、もしペットが屋外飼育であったとしてもペットと飼い主のマナーが非常に
重要になります。吠えたり、攻撃性などがあったりすると、トラブルのもとになります。
また、毛が舞ったり、排泄物の処理の問題にも気を使わないとトラブルになるので、
個人でしっかりとそれらの対策を行うことが重要です。
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日頃からしつけやトレーニングをしておくこと、クレートやケージ内でおとなしくでき
る練習や、性格が良く人懐っこい子になるような訓練、他人から見て手入れが行き
届いている、いわゆる「清潔に見える子」にしていくことが重要です。

また、動物から病気がうつるか心配な方もいるので、予防接種やノミマダニなどの
各種予防、万が一逃げて戻ってこない場合や、避難所での自己管理の不徹底から、
望まない子が生まれてくることもあるので、不妊手術をしておく、このような事に日頃
から気を掛けておく必要があります。
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そして、もっとも重要なことは、動物と一緒に生活をし始めたら、災害時であろうが
なかろうが、生活空間が自宅であっても、避難所であってもご自身で、責任をもって
飼養管理をすることとなります。避難所においては、避難所ペットの収容台帳という
ペットの名簿が作成されます。この名簿に必ず必要事項を記載し、所有者や管理者
を明確にしておきましょう。
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静岡市や静岡市獣医師会が考えている、正しい動物救護とはどんなものでしょう
か？

被災したペットの救護は、原則飼い主が責任をもって行い、飼い主が飼育管理を
する、いわゆる自助を大原則としています。飼い主とペットはまず離れませんので、
飼い主自らが飼養管理する以外方法がありません。

ただ、飼い主の自助ですべて行えるものではありません。静岡市においては、公
助として、静岡市、静岡市獣医師会、静岡県動物保護協会、日本愛玩動物協会な
どが協力して動物の救護活動を行うことになっています。これらの救護活動を効果
的に、また円滑に進めるには避難所が大きな役割を果たす必要があると考えてい
ます。
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避難所運営側に大きな役割があるといきなりいわれても、「人が優先で動物まで
手が回らない」「運営側の負担が増加するのではないか」「何をすればいいのかわ
からない」など、疑問や不安があると思います。
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「他に方法はないのか」や、「人の避難所ではなくて、動物専用の避難所や預かり
施設（シェルター）を作ってそこで飼養管理すればいいのではないか」という意見が
あります。ただ、それは現実的に実現できず、またそのこと自体が復興を妨げる要
因、つまり災害となりうる可能性があります。
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地震災害が起こったときに静岡県でどれくらいの動物が被災するかがわからなけ
れば想定できませんので、まず発災した場合の被災動物数を算定しました。

平成18年に作成された静岡県被災動物救護計画から抜粋した推定被災動物の

表です。阪神淡路大震災の兵庫県を参考に人口比で静岡県の被災動物数を推定
してます。県内で保護収容頭数1000頭ちょっととは、かなり安心できる数字です。こ

の算出根拠となっている、兵庫県の被災動物数ってどう算出したのか調べてみまし
た。
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兵庫県南部地震動物救援本部の活動記録に被災動物の推定根拠がありました。

世帯のどのくらいが全半壊したかを出し、ペット飼育率を世帯数と掛け合わせ、飼育
頭数を推定し、全半壊した家庭で飼育していた動物を被災動物としていることがわ
かります。

この表では西宮市の全半壊率が0.7％となっていますが、ニュースや報道写真で
は140軒に1軒しか全半壊していない風には見えず、違和感を覚えました。そこで、

全半壊戸数を調べていくと、消防庁の兵庫県の家屋被害の表が見つかりました。全
半壊戸数は、24万件あまりと、動物救援本部よりも4倍強多いことがわかります。

静岡県の被害を想定するのに、この被害実態を参考にするには、あまりにも根拠
となる数字の開きが大きく参考とするには危険すぎます。
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以上の理由から、今出ている統計を利用して、静岡県の被災動物の推定をしまし
た。

静岡県で飼育されている犬猫は推定何頭くらいか？その中で被災する犬猫は何
頭くらいかを出してみましょう。今回は被災する犬猫の定義は、飼い主が避難所で
避難生活をしなければならない程度の被災と定義しました。
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静岡市の人口は、約70万人です。世帯数は、31万5千世帯になります。この数字
は、毎月市が出している統計によるものです。世帯における住宅の割合は83％強で、
これは、静岡県の第4次地震被害想定によるものです。

次に飼育世帯率をみてみますと、2017年のペットフード協会の調査によると、犬の
飼育世帯は12.8％猫の飼育世帯率は9.7％です。複数等飼育しているご家庭もあり
ますので、飼育世帯1世帯あたり、犬は1.24頭、猫は1.75頭になります。

そこから、想定される静岡市の犬飼育頭数は、50000頭余り、猫の飼育頭数が、
53000頭余りという結果になりました。動物の対人口比は、犬で人1000人当たり71
頭、猫で人1000人あたり76頭となりました。
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次に、避難所に避難している人の数ですが、これは、静岡県第4次地震被害想定
の基本ケースから、1週間後には、市全体で16万5千人が避難所に避難していると
いう事がかわりました。

この避難所で避難生活を送っている被災者が飼育している動物が被災している動
物の数となりますから、1週間後には、犬猫ともに12000頭前後、計24000頭前後が
被災動物で行き場のない動物の可能性があるという事です。
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これらの被災動物の収容施設を作り保護収容、飼育管理するとなると、適正に管
理できる限界は10頭前後と考えられますので、静岡市の被災動物の半数を収容し
たとしても、飼育スタッフが常時1200人必要であり、これは、静岡ガスの全従業員数
と同じになります。
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これらの動物を収容する施設を建てる場所、費用、また人件費を含め運営費を考
えると不可能であることは明白で、また動物と飼い主は離れないということを考える
と、これらの被災動物は、飼い主のそばで飼い主の管理のもと飼育していく以外に
方法がないというのがわかると思います。

つまり、避難所に避難した飼い主の飼っている動物は、飼い主が避難した避難所
内で飼い主の管理のもと飼育するということです。これが、動物救護の正しい救護
法のファーストステップであることは間違いありません。
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また、被害想定では、建物が倒壊もしくは倒壊の危険が高く、自宅避難ができない
被災者が避難所生活を送ると想定されていることから、倒壊した、または倒壊の危
険のある建物内で動物を飼育し、飼い主だけ避難所で生活するという事自体、あり
えない話となります。

となると、やはり避難所運営側の手間がふえるのではないかという不安があると思
いますが、動物に手を回さなくてOKです。

避難所運営側に大きな負担をかけず、３つの協力だけをお願いしたいと考えていま
す。
それが、静岡市が考えている正しい救護方法です。
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避難所の大きな役割の一つとして、まず同行避難動物の保護があります。避難者
が連れてくる動物を避難所でどのように保護し適正に飼育するかが大きな課題とな
ります。

適正な飼育とは、全避難者の理解が得られるルールの下での飼育であり、その飼
育の実施主体は飼い主であって、飼育に伴う作業を飼い主が共同で行うという事で
す。ですから、適正飼育について避難所運営側にしていただくことはただひとつ、動
物飼育エリアを用意していただくという事です。

このエリアがないと人の生活エリアに動物が入ってしまうことになります。
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飼い主不明の動物の一時的な保護も避難所の役割としてあります。

飼い主が不明な動物については、災害後に立ち上げる収容施設、いわゆる動物
シェルターや動物病院が保護収容施設になっていますが、災害発生直後には直ち
に保護収容施設に

そのような動物を移送することは不可能であると考えられます。そのために、一時
的に保護する場所が必要となりますが、災害時にその役割を担うことができるのは
避難所をおいてほかにありません。

従いまして、避難所運営側にしていただきたい２つ目の事として飼い主不明の動
物を一時的に保護していただきたいと思います。

一時的に保護した場合、その動物の世話などの仕事が増えると思われるかもしれ
ませんが、この動物の飼育管理については、動物飼育エリアで動物を飼育する同
行避難した飼い主にお願いすることになっており、避難所運営側にご負担をかける
ことはありません。

また、飼い主不明の動物を避難所で一時保護しない、つまり野良犬、野良猫とし
てそのままにしていた場合、数か月後には、飼い主のいない子犬子猫が生まれ、そ
れらの犬猫とそもそも飼い主のいた犬猫とで、地域の環境を荒らすことになります。
それを未然に防ぐためにも、一時的な保護は重要な役割と言えます。
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３つ目としては、行政との連絡です。

避難所で保護した同行避難動物の飼育や動物飼育エリアの管理、運営は、同行避
難した飼い主がグループを作り行うことになっています。

先ほどのスライドでもおはなししましたが、飼い主が不明の動物の飼育や管理もこ
の飼い主グループが行うことになっています。

不足している救援物資等の要請も飼い主グループが行政に行うことになっています
が、飼い主グループは防災無線などの連絡手段を持ち合わせていません。

避難所運営側には、防災無線などを通じ、飼い主グループと行政との連絡の橋渡
しをお願いしたいと考えています。
若干ご負担をかけるかと思いますが、ご理解下さい。

34



動物救護所（動物飼育エリア）は、同行避難した動物を避難所内に飼育エリアを設
けてルールに従い飼育管理する場所です。同行避難は、飼い主自らの行動であり
ますし、また国の方針でもありますから、これを規制したりすることは難しいというか
不可能です。

動物救護所の管理運営をどのようにするか、これが自主防災組織や飼い主、静岡
市、静岡獣医師会など動物救護にかかわる組織の重要なポイントとなります。
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避難所で救護対象となる動物は、原則として家庭で飼育されている、犬、猫、鳥、
ケージ内飼育が可能な小動物等のペット動物です。

牛や馬、豚などの産業動物は避難所で保護することはありません。また、人に危
害を与える恐れの強い特定動物、たとえば毒蛇など飼育するにあたり許可が必要
な動物も避難所にはくることはありませんので、ご安心ください。
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避難所以外の動物救護については、大規模災害発生後には、協定に基づいて動
物救護対策本部が立ち上がり、動物救護活動を行うことになっております。また、静
岡市動物指導センターは、静岡市災害対策本部と連動して、動物救護活動の総合
的な調整を行うことになっております。
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避難所での動物の避難生活はどのようなものになるのでしょう。
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静岡市内の避難における動物の飼育管理の基本方針は、避難所内においては、
人間の居住エリアと動物の飼育エリアを完全に分離して、動物はケージ内もしくは
繋留によって飼育する。人間の居住エリアへの動物の持ち込みは禁止とし、人が動
物の飼育エリアに入って使用管理を行う。できれば動物の飼育エリアへの立ち入り
は飼い主家族に限るのが理想。

飼育に必要な用具、フード、水などは原則として飼い主が用意し、動物の飼育は
飼い主の責任で行う。飼い主からなる飼い主グループを組織し、飼育エリアの管理
など避難所の飼育に伴う作業は飼い主グループが行うとなります。
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飼育エリアの選定ついては、動物はケージに入れておくか鉄棒などの頑丈な支柱
に繋留することになるため、繋留可能な場所で、ある程度の広さを有する場所を避
難所運営側と協議し決めていただくことになっています。

動物の救護活動用の資材については、原則として避難所には動物救護活用のい
かなる資材も備蓄されていないので、資材を含めすべては飼い主が用意することに
ります。人用の備蓄品の中で使用しない物や、段ボール等の廃棄物、また提供でき
る資材があればご協力いただけきたいと考えています。
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ここからは、飼い主の方々にいかに飼い主グループをつくり活動していくかの講演
内容を簡単に説明します。

発災直後は、飼い主はグループ化されてなく、その状態で飼育者と非飼育者が入
り混じって避難所に存在しています。まず避難所運営員が動物と同行避難している
被災者を集めます。
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実際の作業としては二つです。飼い主を集めることと、ルールを説明し、同意を得
ることです。

この後は集まった飼い主による活動となります。まず４班にわかれて作業を行うの
で、人員を振り分けます。
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第１班の役割です。

飼育エリアの設定と維持管理を行うことになってます。
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第１班の飼育エリア設営にかかわる作業内容です。
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第１班の飼育エリア維持にかかわる作業内容です。
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第２班の役割です。

飼育動物の状況管理と飼育ルール周知徹底が役割となっています。
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第２班の避難動物の管理にかかわる作業内容です。
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第２班の避難動物の健康管理にかかわる作業内容です。
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第２班の避難動物の飼育管理にかかわる作業内容です。
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第３班の役割になります。
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第３班の救護本部への伝達情報の詳細となります。
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第３班は救護本部から受けた情報を地域などに発信していく役割もあります。
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第４班の役割になります。
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第４班の飼い主不明動物の保護時の作業内容となります。
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第４班は飼い主不明動物の飼育もおこなうことになっております。
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第４班は飼い主不明動物の取り扱いについての説明となります。
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同じく、第４班は飼い主不明動物の取り扱いについての説明となります。
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皆様方に提示している動物の飼育ルールの例になります。

各避難所であらかじめルールを決めておいていただき、災害時に速やかに提示で
きるよう準備をしておいていただければと思います。また、決まったルールは、避難
所に掲示できるよう、複数枚印刷しておくことをお勧めいたします。
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避難所内にペットスペースと運営本部、4つの班を迅速に立ち上げるためのツール
「避難所ペットスペース設営ボックス」を指定避難所76カ所に令和４年11月に配備し
ました。

中には、ロープやハサミ、筆記用具や名簿などごくわずかな事務備品と、指令書
（マニュアル）が入っています。このマニュアル通りに進めると、避難所内で動物を飼
育するスペースとそれらを管理運営する本部のベースが立ち上がります。この立ち
上げは、小学校高学年であれば可能です。時間は、小学生が立ち上げても、大人
が立ち上げても同じで、約30分で立ち上げができます。
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